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1 0 1 0 0 1 1 0 1 ...
2 1 0 0 1 0 1 0 0 ...
3 0 1 1 0 1 1 1 1 ...
4 1 1 1 1 1 0 0 0 ...
5 0 0 0 0 0 0 1 1 ...
6 1 0 1 0 1 0 1 0 ...
7 0 1 0 0 0 0 0 1 ...
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一　訳，岩波文庫，1989 ― 1997。 
 6） 同書第一巻，p. 24 
 7） ここで読者は疑問に思われるであろう。証明な
き正しさとはすなわち公理のことであり，なら
ば，この決定不能命題を公理として体系に加え
新たなる認識論理の構築 10
― 109 ―
ればよいのではないか，と。しかし，こうして
作られた新たな形式体系の中で，いわばモグラ
タタキのごとく，また新たな決定不能命題が生
ずるというのが，不完全性定理の主張するとこ
ろなのである。 
 8） 形式論理とコンピューター計算の対応関係は，
それを指摘した人物の名を取ってカリー―ハ
ワード対応と呼ばれる。それは，「証明＝プログ
ラム」，「命題＝型」，「証明の正規化＝プログラ
ム実行」といった標語に表される。ごく簡単に
一例をいうと，A→B（AからBを導き出す推論）
は，AからBへの関数と同じと捉えることがで
きるのである。 
 9） 推論のステップ間に時間を感じる人間の特性は，
コンピューター将棋と棋士の間の思考スタイル
の違いにも表れている。前者は局面ごとに最善
手を読むが，後者は戦略の一貫性を重視する。
つまり，攻めの方針で指してきたなら次の一手
も攻めの手を選択する傾向が強い。よく，コン
ピューターは点で読み，人間は線で読むといわ
れるゆえんである。いわゆる勝負の「流れ」と
いうものだ。それはもしかしたら客観的なもの
ではなく，人間特有の感覚なのかもしれない。
エール射撃問題の場合はそれが逆効果となって，
ステップ間に時間が空きすぎると，人間はステッ
プのつながりを切り離して別ものと考えるが，
機械的論理はそれをどこまでも1セットとして
一気に視野に収める点で捉えるのである。 
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